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乳がんを知りましょう

図1. 部位別 罹患率（全国推計値）年次推移 【女性，全年齢】

はじめに
　著名人が告白するたびに何かと話題になる乳
がんですが、手術を受けても元気に活動を続け
ておられる方、予防的乳房切除を受けた方、残
念ながら転移によりお亡くなりになった方など
その経過は様々です。皆さんは乳がんに対して
どのような印象をお持ちでしょうか？

日本の乳がんの動向
　まず日本における乳がんの動向ですが、罹患
率、死亡率ともいまだ上昇しており、現在女性の
中では一番頻度の高いがんとなっています（図
1）。2人に1人ががんになる時代ですが、乳が
んはおよそ11人に1人（約9%）の方が一生涯
でかかるとされています（P3.図２）。

　実際のところ多くの方々が身近な問題として
考えたこともなく、よく分からないというのが
本音だと思います。
　今回、日頃乳がん診療に関わっている立場か
らいくつかの大事な点をできるだけ平易に説明
したいと思います。

　またほかのがんと違い、40～50歳代に多い
という特徴があり、仕事や子育てなど家庭生活
に多大な影響があります。一方で乳がんは予後
の良いがん、分かりやすく言うと他のがんと比
べ、治療により長生きできる可能性の高いがん
でもあります。
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　手術で乳房を失う、抗癌剤で毛が抜けること
は女性にとっては大きな喪失感があり、治療を
ためらう原因ではないかと思いますが、治療方
針は単一ではありませんので、とにかく放置せ
ず主治医や看護師に相談して欲しいと思います。
セカンドオピニオンということばもかなり定着
しましたが、他院で意見を訊くことも後悔しな
いために非常に有用な方法なので、遠慮せず申
し出てください。
　
　ご自身で乳癌について調べる場合には、以下
の2点をお勧めします。国立がん研究センター
がん情報サービスのホームページはほぼすべて
のがんについて正確で詳細な情報が掲載されて
います。書籍では患者さんのための乳がん診療
ガイドライン（日本乳癌学会編）が、患者さん
からの予想される疑問について分かりやすく解
説しています。（P4.図4）ネット上には情報
が溢れています。患者さんは自分に都合のよい

情報を信じる傾向にあり、根拠のない高額な治
療などに流される懸念もあります。親戚や知人
の経験も必ずしも自分に当てはまるわけではあ
りません。診断も治療も自己判断せず、必ず病
院で相談していただきたいと思います。

最後に～『自分にあてはまる正しい判断を』
乳がん治療と検診のすすめ

乳がん治療をサポートする専門スタッフ
『患者様の伴走者として』　　　　　　　　がん看護専門看護師　鶴見　紘子
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　高額療養費制度とは、病気やケガの治療にた
くさんの医療費がかかるときの負担額を少なく
するため、病院や薬局の窓口で支払った金額が、
ひと月（月初から月末まで）で上限額を超えた
場合に超えた金額が高額療養費として支給され
る制度です。（ただし、入院中の食事負担や差
額ベッド代等は含みません。）

　厚生労働省より、70歳以上の高齢者数増加
に伴い、国民医療費も増加していることから若
い世代との間や同じ高齢者の中での公平を図る
ため、所得に応じて医療費自己負担の上限額を
平成29年8月1日から下記の表のとおり変更と
なりました。

現役並み所得者
（約370万円から）

高齢者一般
（約156万円から　　

　　約370万円まで）

住民税非課税世帯

２割
または
１割

３割

8,000円

24,600円

15,000円
住民税非課税世帯

（年金収入80万円以下など）

 

  

※過去12か月に3回以上、上限額に達した場合、4回目から上限額が44,400円となります。

〈例〉70歳以上・年収約370～770万円の場合（3割負担）
　 　100万円の医療費で、窓口負担（3割）が30万円かかる場合

212,570円を高額療養費として支給し、実際の自己負担額は87,430円となります。

高額療養費として支給
300,000円－87,430円

自己負担の上限額　80,100円＋（1,000,000円－267,000円）×1％＝87,430円

窓口負担　30万円

医療費　100万円

高額療養費制度の見直しにより

７０歳以上の方の医療費の
自己負担上限額が上がりました

医事課からお知らせ

44,400円
↓

57,600円
＜※多数回44,400円＞

80,100円
 +（医療費-267,000円）×1％ 
＜※多数回44,400円＞

12,000円
↓

14,000円

44,400円
↓

57,600円

外来+入院の上限額 
（世帯ごと）

外来の上限額
（個人ごと）

窓口割合年収の目安







外来診療一覧
宮崎・出張医

＜休診＞

櫻井・飴田

予約のみ

岡本※

松岡

＜休診＞

予約のみ ＜検査・手術＞＜検査・手術＞＜検査・手術＞＜検査・手術＞

松岡（午後）

武智（予約のみ）
出張医

川﨑・水沼

＜手術＞

＜休診＞

＜休診＞

冨田・相澤

林

林
乳児検診

13：30～15：00
一般

15：00～16：00

田熊・岡田

＜休診＞

竹浪

予約のみ
（竹浪）

＜休診＞

立川
9：00～10：30

＜手術＞

＜休診＞

長内

＜検査・手術＞

＜休診＞

出張医
受付10：00まで

＜手術＞

小柴・出張医

予約のみ

久居・山内

予約のみ

＜休診＞

松岡

山田（新患のみ）
13：00～15：00

松岡（午前）

出張医

佐藤・行部

＜手術＞

＜休診＞

＜休診＞

冨田・田中

林

林
予防接種のみ
13：30～15：30

岡田・田熊

＜休診＞

主張医　9：00～

＜休診＞

早川・竹浪
交替診療
立川

9：00～10：30

＜手術＞

出張医
受付11：00まで

長内

＜休診＞

＜休診＞

出張医

＜休診＞

宮崎・出張医

予約のみ

櫻井

予約のみ

＜休診＞

井上

＜休診＞

＜休診＞

福田

川﨑（予約のみ）

＜手術＞

＜休診＞

認定看護師・看護師
13：30～16：00

冨田・長汐

林
受付10：30まで

＜手術＞

田熊・岡田

＜休診＞

早川

予約のみ
（早川）

＜休診＞

＜休診＞

＜手術＞

＜休診＞

長内

長内
13：30～15：30

長内
13：30～15：30

＜休診＞

＜休診＞

小柴・出張医

予約のみ

久居・飴田

予約のみ

＜休診＞

松岡

＜検査＞

松岡（午前）

福田

行部（予約のみ）

＜手術＞

＜休診＞

＜休診＞

冨田・中山

林

林
非感染症外来
完全予約

岡田・田熊
交替診療
岩本

＜休診＞

早川・竹浪

予約のみ
（早川・竹浪）

＜休診＞

立川
9：00～10：30

＜手術＞

出張医
受付11：00まで

長内

＜検査・手術＞

＜休診＞

＜休診＞

＜休診＞

宮崎・出張医※

予約のみ

久居・山内

予約のみ

＜休診＞

検査・安喰※

松岡
13：00～15：00

松岡（午後）

出張医

佐藤・吉田

＜手術＞

行部※
14：00～16：00

＜休診＞

小澤

林

林
13：30～15：30

岡田・田熊
交替診療
予約のみ

＜休診＞

竹浪

＜休診＞

＜休診＞

立川
9：00～10：30

＜手術＞

出張医
受付11：00まで

長内

長内
13：30～15：30

長内
13：30～15：30

出張医

＜休診＞

午前

午後

午前

午後

午後

午後

午前

午後

午前

＜休診＞ ＜休診＞ ＜休診＞ ＜休診＞ 武智・福田
13：00～16：00※午後

午前

午後

午後

午後

午前

午後

予約のみ 予約のみ予約のみ予約のみ予約のみ午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午後

午前

午後

午前

午前

午前

午後

午後

午前

午後

内科・総合内科

消化器科

栄養サポート外来 地域医療連携予約のみ

地域医療連携予約のみ

緩和ケア外来＜完全予約制＞

神経内科

もの忘れ・頭痛外来＜完全予約制＞

外科

ストーマ外来＜完全予約制＞

禁煙外来＜完全予約制＞

整形外科＜完全予約制＞

産婦人科

精神神経科
＜初診に限り完全予約制＞

麻酔科

もの忘れ外来＜完全予約制＞
　13：30～15：00

皮膚科

耳鼻咽喉科

甲状腺専門外来＜完全予約制＞

眼科

放射線科

小児科

リンパ浮腫ケア外来＜完全予約制＞
私費診療

循環器科＜完全予約制＞

月 火 水 木 金
平成２９年11月１日現在
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